
                                 別紙 

福島第一原子力発電所２号機の取水口スクリーン付近 

のコンクリート亀裂部からの流出量について 

 

１．流出量の評価 

     平成 23 年４月２日午前９時 30 分頃に流出を発見、その後止水工事を

行い、４月６日午前５時 38 分頃流出は停止した。 

流出が発見された前日の４月１日の昼頃の時点では、スクリーン近傍

の空間線量率は 1.5mSv/ｈであることが確認されており、線量率の上昇

は見られないこと及び漏洩箇所に近いピット付近で海面への流出に伴

う音が聞こえていなかったことから、その時点では４月２日～６日のよ

うな形での流出が始まっていたとは想定しがたい。しかし、流出開始時

期を特定できないことから、念のため、４月１日より流出が始まったと

仮定して流出量の評価を行った。 

 

また、流出後の状況は、遠隔カメラで監視されており、その状況は以

下の通りであった。 

止水工事は４月５日午後３時頃から、トレンチ下部への薬剤注入（水

ガラス）が開始され、流出の減少が確認されているが、ここでは、止水

工事前の状況が継続したとして評価した。 

 

以上から流出量は、流況写真より以下の通り評価した。 

    ・流出水の落下距離 75 ㎝ 

・着水面・到達距離 65 ㎝ 

・流出口径 30mm（＊） 

として、約 4.3m3／時の流出が４月１日から６日まで、５日間（120 時

間）継続したとし、約 520ｍ３の流出量とした。 

（＊）流況写真による判読、止水作業関係者からの聞き取り等から流出

口径を 30 ㎜程度とした。 

 

２．流出水の放射性物質濃度 

    流出水の放射性物質濃度は、４月２日午後４時 30 分に試料採取された

２号機スクリーン流入水の分析結果から、以下の通りとした。 

・ 流出水濃度：ヨウ素 131  ― 5.4×106 ベクレル/㎝３ 

セシウム 134 ― 1.8×106  ベクレル/㎝３ 

セシウム 137 ― 1.8×106  ベクレル/㎝３ 



 

３．放出された放射性物質総量の推定 

・ 放出量内容：ヨウ素 131  ― 2.8×1015 ベクレル 

セシウム 134 ― 9.4×1014 ベクレル 

セシウム 137 ― 9.4×1014 ベクレル 

（上記の合計   4.7×1015 ベクレル） 

 

４．流出元の推定 

 流出水の核種分析結果とピット内滞留水の核種分析結果から、放射性物質濃

度は同レベルであることが判明しており、流出水はピット内滞留水と同一と推

定される。また、ピット及び２号機トレンチについては構造的につながってい

ることが確認されており、流出水は２号機タービン建屋から２号機トレンチを

介して海へ流出したと考える。 

 

５．放射性物質を含む水の拡散抑制及び流出防止に対する対応策について 

(1) 流出した放射性物質を含む水の拡散抑制策 

放射性物質を含む水が流出した２号機取水口については、２号機スクリ

ーンに鉄板を設置するとともに、港湾にはシルトフェンスを設置し、４号

機スクリーン南側防波堤には大型土のう袋 62 袋を設置し、拡散を抑制する

とともに、放射性物質吸着剤（ゼオライト）を入れた土壌 10 袋を１～４号

機のスクリーン室前面に投入するなどによって放射性物質の吸着を図り、

沖合への流出を最小限に抑制している。更に、４号機スクリーン南側の防

波堤付近へ鋼矢板や、放射性物質吸着装置の設置などの対策も検討してい

く。 

 

(2) 放射性物質を含む水の流出防止策 

タ―ビン建屋等に滞留している放射性物質に汚染された水の外部への流

出を確実に防止するため、濃度の高い汚染水については集中廃棄物貯蔵建

屋へ移送し、厳格な管理・貯蔵を実施している。また、トレンチと建屋の

遮断を進める。さらに、滞留水の保管・処理を着実に進めるために、放射

能レベルに応じた保管タンク等の設置や汚染水の除染・塩分処理を行うた

めの水処理施設の整備を進めていく。 

 

 

(3) 環境への影響の調査について 

沿岸・沖合における海水モニタリングについて、採取地点を増やすとと

もに、魚介類の放射性物質の測定により経過観察を続けていく。 

 

以 上 


